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【公開日】平成22年6月24日(2010.6.24)
【年通号数】公開・登録公報2010-025
【出願番号】特願2008-313394(P2008-313394)
【国際特許分類】
   Ｈ０４Ｓ   5/02     (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   5/60     (2006.01)
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   Ｈ０４Ｎ   5/60    　　　Ｚ
   Ｈ０４Ｎ   5/44    　　　Ｚ

【手続補正書】
【提出日】平成23年11月25日(2011.11.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　音声出力装置であって、
　前記音声出力装置の音声出力に関する第１の情報が格納され、第１の端子に対応する第
１の記憶手段と、
　前記音声出力装置の音声出力に関する第２の情報を格納され、第２の端子に対応する第
２の記憶手段と、
　前記第１の端子を介して前記音声出力装置と外部装置とが接続される場合、前記第２の
記憶手段に格納されている前記第２の情報を前記外部装置の音声出力に関する第３の情報
に書き換える制御手段とを有することを特徴とする音声出力装置。
【請求項２】
　前記制御手段は、前記第３の情報と前記第２の情報とを用いて、前記第２の情報を前記
第３の情報に書き換えるか否かを制御することを特徴とする請求項１に記載の音声出力装
置。
【請求項３】
　前記制御手段は、前記第１の情報を前記第３の情報に書き換えないことを特徴とする請
求項１または２に記載の音声出力装置。
【請求項４】
　前記第２の端子を介して、前記音声出力装置と再生装置とが接続された場合、前記制御
手段は、前記再生装置に前記第２の情報及び前記第３の情報のいずれか一つに供給するこ
とを特徴とする請求項１から請求項３のいずれか一項に記載の音声出力装置。
【請求項５】
　前記第１の端子及び前記第２の端子は、ＨＤＭＩに対応することを特徴とする請求項１
から４のいずれか１項に記載の音声出力装置。
【請求項６】
　前記第１の情報及び前記第２の情報は、前記音声出力装置が出力可能な音声のチャンネ
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ルを示す情報を含み、前記第３の情報は、前記外部装置が出力可能な音声のチャンネルを
示す情報を含むことを特徴とする請求項１から請求項５のいずれか１項に記載の音声出力
装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】発明の名称
【補正方法】変更
【補正の内容】
【発明の名称】音声出力装置
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００１】
　本発明は、音声出力装置に関する。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
　そこで、本発明は、再生されたコンテンツの音声データを適切なフォーマットで出力す
るようにすることを目的とする。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１５】
　本発明に係る音声出力装置は、音声出力装置であって、前記音声出力装置の音声出力に
関する第１の情報が格納され、第１の端子に対応する第１の記憶手段と、前記音声出力装
置の音声出力に関する第２の情報を格納され、第２の端子に対応する第２の記憶手段と、
前記第１の端子を介して前記音声出力装置と外部装置とが接続される場合、前記第２の記
憶手段に格納されている前記第２の情報を前記第３の情報に書き換える制御手段とを有す
ることを特徴とする。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１７】
　本発明によれば、再生されたコンテンツの音声データを適切なフォーマットで出力する
ことが可能になる。
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